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本日お話しさせていただく内容 

①Yahoo! JAPANの防災の取り組み 
• Yahoo!天気・災害 

• 地震や津波情報の速報配信 

• 災害協定 

• 東日本大震災時の取り組み 

②防災速報の豪雨予報配信 

③ソーシャル防災訓練 

④スマホ時代の災害情報ニーズの考察 



1. Yahoo! JAPANの防災の取り組み 
 
地震や津波情報の速報配信 
Yahoo! 天気・災害での取り組み 
防災協定 
東日本大震災時の取り組み 
防災速報 



 
Yahoo!天気・災害 



Yahoo!天気・災害 

警報・注意報、雨雲の動き、雨雲ズームレーダー、避難所マップ、
緊急・被害状況など、天気災害についての情報を提供。 

雨雲ズームレーダー 警報・注意報 



Yahoo!天気・災害 

警報・注意報、雨雲の動き、雨雲ズームレーダー、避難所マップ、
緊急・被害状況など、天気災害についての情報を提供。 

避難所マップ 緊急・被害状況 



 
防災の取り組み 



地震・津波の速報 

◆地震情報や津波情報の速報掲載（２００４年１２月～） 

PC版、モバイル版を含めて、Yahoo! JAPANの全ページ地震・
津波情報の速報を掲載。 



自治体様向け 災害協定 

災害時のネットでの情報発信のため、自治体様との災害協定
を結ぶ取り組みを実施。 

• キャッシュサイトによ
る負荷軽減 

• 避難所マップのご用意 

• 防災情報ブログの活用 

 



 
東日本大震災での取り組み 



東日本大震災時の取り組み 

http://typhoon.yahoo.co.jp/weather/jp/earthquake/2011-03-11-14-46.html 
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震災対策特別室を設置 

3月12日 震災対策特別室を設置 24時間体制で対応開始 

3月17日～4月3日 約70名が24時間シフトで対応（東阪名） 
その後も特別プロジェクトチームとして稼働。 



 災害プロジェクトを発足。専任チームが24時間体制で 
 災害関連・復興支援情報を提供。 
 「Yahoo! JAPAN」トップページを中心に必要な情報を集約・掲載。  
 3月12日から18日の総ページビュー数が前年同期比で30%以上増加。  
 
 地震・津波情報ページ立ち上げ。 
 
 震災情報・復興支援情報ページの提供。 
 
 避難所やライフラインの情報をまとめた被災地別支援情報サイトの提供。 
 
 主要言語に対応した節電・停電情報の提供、視覚化した独自の 
 電力使用状況メーターの「Yahoo! JAPAN」トップページへの掲載。 
 
 首相官邸ホームページ等、公共機関および公共性の高いウェブサイトの   
 キャッシュサイト提供。 
 
 Yahoo!トピックスにおいて原発の最新情報提供ページを開始。 
 
 総務省からの啓発呼びかけを受け、チェーンメールへの注意喚起を掲出。 
 
 震災の記録を写真で残す「東日本大震災写真保存プロジェクト」を開始。 
 

東日本大震災時の取り組み     

PC・Mobile 

PC・Mobile 

PC・Mobile 



東日本大震災時の取り組み     

Yahoo!基金でのインターネット募金を開始。わずか6日間で10億円達成。  
      
Yahoo!ショッピングで、被災地に支援物資を届ける「支援ギフト便」を提供。 
 
Yahoo!オークションで「東日本大震災チャリティーオークション」を開始。 
 
GyaO!でのエンターテインメントコンテンツの提供を通じて 
被災者を応援するチャリティープロジェクト「REPLAY JAPAN」の提供開始。 
 
震災で「週刊少年ジャンプ」を読み逃した利用者向けに無料配信を実施。 
 

義援金3億円を寄付（4Q計上分は2億円のみ）。 
 
復興支援の決意表明として 
「つなげる想い、つながる希望。がんばろう ニッポン！」  
をスローガンに設定。 
 
Yahoo!基金での壁紙購入に対する消費税支払いを当社が負担。 
 
独自の「電気予報」（ベータ版）を公開、トップページ等に掲載 
 
公式避難場所名簿検索の提供開始 
 
防災速報の提供開始 
 
放射線情報（ベータ版）の提供開始 
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「震災に伴うメディア接触動向に関する調査」 
 

◎情報の取得に際して、 
NHKのテレビ放送を重視する人が80.5％、民放56.9％と 
1位と2位が災害時におけるテレビ放送の重要性が確認された。 
 
◎インターネットで得られる情報の中では、 
ポータルサイト（Yahoo!、Googleなど）を重視する人が43.2%と第3位。 
twitter、mixi、facebookなど「ソーシャルメディアの情報が震災情報の 
取得において、一定の役割を果たしている状況がうかがえる。 
 
◎震災発生後、NHKの情報、ポータルサイトの情報に対する信頼度が 
上昇する一方で、政府・自治体への信頼度が低下が確認された。  
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「東日本大震災 情報行動調査報告書」 

インターネットについては、全体の
61.0％が震災以前は「ふだん利用し
ていた」と答えたが、震災後は「役に
立った」という回答は、当日が18.9％
、１週間後で38.8％、１カ月後では
53.0％だった。 

インターネット上でのサービスで「役に
立った」という回答は、ふだんはヤフ
ー（51.4％）、グーグル（33.1％）、楽
天（27.4％）、アマゾン（27.4％）、気象
庁（16.6％）の順だが、当日はヤフー（
10.1％）、ツイッター（6.5％）、グーグ
ル（5.8％）、自治体（5.5％）の順で、
全体の利用が減少した中、ツイッター
や自治体が目立った。3 カ月程度で
は、ヤフー（61.8％）、自治体（43.1％
）、グーグル（37.7％）、電気・水道・ガ
スなどインフラ情報（20.9％）、新聞社
（20.1％）が上位に入り、被災地で必
要とされた情報源がわかる。ツイッタ
ーとミクシィも時間の経過とともに上
位に入ってきたが、震災前に利用が
多かった楽天やアマゾン、ニコニコ動
画などは低位にとどまった。 

■調査概要 

・調査対象：岩手県、宮城県、福島県の住民（10 代～60 代の男女） 
・有効回答件数：2815 件 

・調査方法：インターネットによるアンケート 

・調査期間：2011 年7 月4 日～11 日 

出典：情報支援プロボノ・プラットフォーム 2011年9月30日「東日本大震災 情報行動調査報告書」 



２. 防災速報について 
 概要説明 

豪雨予報について 
ユーザーからの意見 



防災速報 

2011年7月25日 提供開始 
 
東日本大震災後に 
企画・開発。 
 

登録者数130万人超 

（2012年10月時点） 
 



防災速報 

配信形態 
iPhoneアプリ 
Androidアプリ 
メール（PC・モバイル） 
Yahoo!メッセンジャー 
 

配信情報 
地震情報、緊急地震速報 
津波予報（警報） 
豪雨予報 
気象警報 
噴火情報 
放射線量 
電気使用状況・計画停電 



防災速報 

設定 
 
①地点 
３つの地点を登録 
（自宅・勤務先・実家などを想定。） 
 
②通知レベル 
地震情報（震度）、 
豪雨予報（雨量）、 
など情報ごとに配信レベルを設定。 



豪雨予報 
Yahoo! JAPAN 防災速報 

豪雨予報 

9/4 15:09 

----------------------------- 

【発表時刻】 

9月4日15:00 

 

激しい雨（42mm/h）の予報をお知らせします。 

 

【大雨予測地域】 

東京都港区 

 

【予測される雨量】 

15:00～ 0mm/h 

15:10～ 0.8mm/h 

15:20～ 38mm/h 

15:30～ 42mm/h 

15:40～ 12mm/h 

15:50～ 8mm/h 

 

今後の情報に注意してください。 

 

詳細情報はこちら 

http://weather.mobile.yahoo.co.jp/p/weather/guide/

raincloud/kenarea?ken=13&code=3&f_time=0  

配信内容 
 
・１時間後までに１０分起きの予想
雨量を配信 
・ナウキャスト降水強度分布予測を
使用 
・市区町村ごとに配信 
 （代表地点の数値を利用） 
・配信は５分間隔 
・ユーザーは配信下限を以下から
選択 
  80mm/h 以上 
  50mm/h 以上 
  30mm/h 以上（デフォルト） 
  20mm/h 以上 
  なし 



豪雨予報のプッシュ配信仕様 

プッシュ配信での考慮点 
 
・配信数を無駄に多くせず、必要な情報のみ配信。 
・雨がより強くなった場合は再通知したい。 
 

プッシュ配信での考慮点 
 
・市区町村ごとに、20mm/h、 30mm/h、 50mm/h、 80mm/hを 
 超えた場合に通知。 
・段階的に上昇した場合は再度通知。 
・ただし、6時間以内に同降水量で配信実績がある場合は配信しない。 
 



豪雨予報 ユーザーからの意見 

ユーザーからの意見 
・ 雨が降る前に通知される点 
・ ウェブページを開かなくても情報を知ることができる点 
・ ひとつのアプリで様々な災害に対応している点 
・ 災害時だけでなく普段も使えるサービスである点 
・ ３地点登録できて、自宅や勤務先も把握できるので良い。 
 

ユーザーからの改善・要望意見 
・ 降雨予測自体の精度 
  必ずしも当たらない。特に地方で市区町村が広い自治体。 
・ ３地点登録だが移動している場合に通知してほしい 
・ バッテリー消費の改善 



豪雨予報 ユーザーからの意見 

ナウキャストの国民認知が低く 

「こんなすごいものが！」という反応が多かった。 

土砂災害警戒情報は、気象会社・メディアは知っているが、 

高度な方法ほど、広く国民に認知・利用されていない問題。 

（知っている人は知っている。） 

ウェブサイトによる 
分布図による表示 

スマートフォンで、 
パーソナル、ローカルに 
カスタマイズした配信 

既存データの使い方を変えただけで、多くの人が利用。 



3. ソーシャル防災訓練について 
 

東日本大震災で注目されたソーシャルメディア（twitter） 
災害時にどう使われるのか？ 
ソーシャルメディアだけで避難できるのか？ 



■概要 

災害時、ソーシャルメディアを賢く利用し、 
正しく行動するルールやマナーを 
学んでもらう防災訓練 
 

■日程・場所 
告知開始日：2012年8月27日（月） 

催行日時  ：2012年9月19日（水） 

 

■主催 
ヤフー、Twitter Japan、J-WAVE、森ビル 
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ソーシャル防災訓練 開催概要 



 

■規模 

参加者    ：100名 

 

■内容 

10:00～14:00 

第1部 ソーシャルメディアを活用した避難訓練 
10:00～12:30 
第2部 防災レクチャー会 13:00～14:00 
 

催行場所   ：アークヒルズ（アーク・カラヤン広場）・六本木ヒルズ 

当日の天候：早朝から9時頃まで大雨、その後晴れ 
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ソーシャル防災訓練 開催概要 



参加者のツイートで多かった意見 
• 携帯のバッテリーが足りない 

• 信頼出来る情報の取得が難しい。公式な情報も流れてしまう 

• 道に迷った/道が分からない(特に六本木ヒルズ内) 

• 地図がほしかった 

• 歩きながらのツイートは大変/危険 

• ハッシュタグを入れるのが大変 

• けが人の報告方法について。ツイートの必要ないのでは？ 

 

 

 



課題のまとめ 

 
＜課題＞ 

①ツイート数が多く、重要な情報を見つけられない 

②災害時、実際に信頼できる情報発信源の確保 

③スマホの電池消耗が早い 
 

 

＜主催者ができる解決策＞ 

①認証アカウントの情報を分かりやすく拾える技術や検索で
見つけやすくする取り組みなど、オフィシャルの情報が
きちんとフィルタリングされる仕組みづくり 

③電池を極力使わないサービスの開発 
 

＜行政に期待する解決策＞ 

②信頼できる一次情報の発信 

③一時滞在施設に充電設備を設置する 

 例）太陽光パネルの設置など 

 



4. スマホ時代の 
災害情報ニーズの考察 

 



スマートフォン時代の防災情報ニーズ 

スマホを中心とした 
パーソナルデバイスの時代 
のユーザーニーズ 
 

「自分に必要のある情報だけが欲しい。」 

• 一斉配信から、個人ごとの情報へ。 
• エリアは最低限で市区町村、kmメッシュ単位へ。 
• 予報情報。行動指示情報。 

自分の行動を変える必要のある情報 



データ提供の変化 例：電気使用状況データ 

• デジタル化されたデータが必須 
• 図やグラフに加工される前の生データ 
• 統一されたコード。汎用的なフォーマット。 
• デバイスが多様化するため、データの加工は、メディア
媒体や配信する端末によって、サービス提供者で。 

周囲や全体を把握するために 

自分に影響があるかの認知 オープン 

な 

生データ 地域を限定しての情報配信。プッシュ・メール通知 

地図やグラフによる見える化 大学や一般開発者による活用 



オープンデータであることによる活用・発展 



ソーシャルメディアとの関係性 

ソーシャルメディアによる情報は、 
公的な一次情報の補完であり 
代替するものではない。 
 

ソーシャルメディア 

による情報の爆増 

最重要の情報が 

見つけられない 

自治体や公的機関からの 

一次情報のニーズの増加 

ソーシャル防災訓練を実施してみて 

ビックデータとして、 
交通・気象など他データ
と含めた解析に 
新たな可能性。 



まとめ（今後重要と感じること） 

• パーソナル、ローカルにカスタマイズした情報提供 
 

• スマートフォン以外も含めたマルチデバイス対応 
   
• 汎用フォーマットでオープンなデータ公開 

 
• 自治体からの一次情報（行動指示）の一元管理 
 



ご清聴ありがとうございました。 


